
　昭和43年（1968）生まれ。山中小学校、東海中学校、
東京学芸大学大学院修了。現在は「美文字研究家」
として書道・書写教育の研究活動や教員育成に取
り組み、テレビや雑誌など多方面で活躍している。
平成26年（2014）より、横浜国立大学教育人間科学
部教授。

つらい練習を
乗り越えて
山中小学校
女子バレーボール部主将
　　　6年 竹内 虹音さん
　　　　　　　（平成28年度）
　去年のバレー部の主将は私のお姉ちゃんでした。お姉ちゃんの姿に
あこがれ、自分もチームを引っ張ろうと、主将に立候補しました。主
将として、一番声を出してみんなをはげまそうと、がんばりました。多
くの練習試合でたくさん勝ったり負けたりして、自信がつきました。
おかげで、本番の大会は市内ベスト８に入りました。今から30年ほど
前の先輩たちほどではありませんが、今まで声をかけ合ったり、たく
さん泣いたりしながら、つらい練習を乗り越えてきた成果です。すて
きなチームや先生たちでよかったです。

　市の球技大会で昭和58
年（1983）～63年（1988）ま
で連続優勝。

山中小学校バレーボール部

しおん

青山 浩之さん 美文字研究家

歴
史
の
深
い
山
中
。

温
か
い
人
た
ち
と
自
然
に
育
ま
れ
た
故
郷
。

こ
こ
に
生
ま
れ
た
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
誇
り
に
思
い
続
け
ま
す
。
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〔表紙写真〕　第38回歩け歩け大会（2016年2月撮影）　　　〔写真協力〕　山中小学校

岡崎市制10 0周年記念事業
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　魅力あふれる「まちものがたり」ができました。多くの皆様の協力に感謝いたします。

自然と歴史、文化を受け継ぐ

素晴らしい先輩たちに続け！

yamanaka

〔参考資料〕　山中学校百年史/ふるさとやまなか/さらに精進　中京高校100勝達成　　
〔作成委員会〕　石原敏彌/安藤雅彦/長坂信一/永井利秋/横井弘/岡幸雄/愛知幸一/青山道雄

山中学区で頑張っている子どもたち、
素晴らしい先輩たちからメッセージ
をいただきました。

　平成3年（1991）に創設。平成10年（1998）に全国大会優勝、平成
24年（2012）のロンドンオリンピックに同部出身の小林（旧姓:蟹江）
美貴さんが日本代表に選ばれ、銅メダルを獲得。

　昭和23年（1948）生まれ。山中小学校ソフトボー
ル部、東海中学校野球部から野球の名門、中京商業
高校（現・中京大中京高）に入り、エースとして活躍。
昭和41年（1966）の春夏の甲子園に出場し、全試合
完投、連続優勝。近鉄バファローズに入団。平成24
年（2012）より名古屋経済大学硬式野球部のコーチ。

人と人とのつながりを大切に！
　甲子園では１球投げるごとに初回と思っ
て投げ、力まないように気を付けました。そ
して人の良いところを見つけて吸収するよう
努めました。ピッチャーは自己流ではなく投
げ方をきちんと学ぶこと。これが故障を防ぐ
コツです。自分の意志をはっきり伝えること
も大切です。実は私も最初はキャッチャー
で、自分からピッチャーをやらせてほしいと
監督に頼んだのです。野球を通じて多くのこ
とを学び、いろいろな場面で救われました。
あの大記録を達成できたのは良い監督と良
い仲間に出会え、チームの和があったからで
す。学校でも会社でも人の和、人とのつなが
りを大切にしてほしいと思っています。

東海中学校 アーチェリー部 ３年生一同

加藤  英夫さん 名古屋経済大学硬式野球部コーチ

筋トレなど
辛いことは

たくさんあるけど、
乗りこえれば楽しい！

集中力が
肝心！
一つ一つの
ことを大切に

短気な人でも
できる！
やりがいが
あります

メンタルが
鍛えられ、性格も
おおらかに
なります

コツコツ
続けて

努力すれば、
必ず実る！

点数が出なくても
あきらめないで！

舞木町で加藤投手の優勝パ
レードが行われた
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毎
年
９
月
に
山
中
学
区
の
休
耕
田
に
レ
ン
ゲ

の
種
を
ま
い
て
い
ま
す
。
翌
年
４
月
に
花
を
咲

か
せ
た
レ
ン
ゲ
畑
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

花
摘
み
遊
び
を
し
ま
す
。
レ
ン
ゲ
の
花
の
冠
や

首
飾
り
な
ど
、
草
花
遊
び
を
通
し
て
自
然
環
境

を
保
護
す
る
気
持
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

湿地湿地

北山湿地
案内MAP
北山湿地
案内MAP

山中学区に棲んでいる
小さな生き物たち

北山湿地を覆うオオミズゴケ

ナンカイイワカガミの群生地

地衣類の一種、コアカミゴケ

青色の花を咲かせるハルリンドウ

可憐なムラサキミミカキグサ

里山の春の女神と呼ばれるギフチョウ。
市内では北山湿地でしか見られない

山中っ子もレンゲの花が大好き 花かんむりをのせておひめ様に

山中八幡宮のこんもりとした森

自然観察員に学ぶ

北山湿地の観察会

北山湿地の入口

ゲンジボタル
（山中小学校3年  山宮七歩さん  
平成27年6月撮影）

参道入り口のクスノキ。市指定の天然記念物

体長2.5 ～ 3cmのヒメハルゼミ

環境保全活動のみなさんと一緒に

　
山
中
八
幡
宮
の
森
は
カ
シ
や
シ
イ
に
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
県
自
然
環

境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
、
木
を
切
っ
た

り
植
え
た
り
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
森
に
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ル
リ
ミ
ノ
キ
、
オ
オ
フ
ユ
イ
チ

ゴ
な
ど
の
植
物
、
珍
し
い
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ

な
ど
が
棲
ん
で
い
ま
す
。

山 

中
八
幡
宮
の
森

　
山
中
学
区
を
流
れ
る
山
綱
川
、

羽
栗
川
、
鉢
地
川
、
立
川
で
は
ホ

タ
ル
が
飛
び
交
い
ま
す
。
平
成
20

年
か
ら
ホ
タ
ル
を
守
る
た
め
に
保

護
活
動
を
行
い
、
ホ
タ
ル
が
育
ち

や
す
い
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

ホ 

タ
ル

　
池
金
町
の
ゴ
ル
フ
場
、岡
崎
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
の
東
、
標
高
１
７
０
〜
１
９
０
ｍ

の
尾
根
の
谷
間
に
大
小
10
か
所
あ
ま
り
の

湿
地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
山
ひ
だ
か
ら

流
れ
る
湧
水
が
滞
留
し
、
こ
の
よ
う
な
湿

地
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
し
か
生
息
し

な
い
生
き
物
や
植
物
が
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
21
年
に
市
自
然
環
境
保
護

区
に
、
平
成
28
年
に
市
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
大
切

に
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

北 

山
湿
地

花 
摘
み
遊
び

ウ
ィ
ー
ン
ウ
ィ
ー
ン
、

ジ
ー
オ
ジ
ー
オ
、

ジ
ー
ヤ
ン
バ
ー
ヤ
ン 民有地

やなが沢池やなが沢池

北山湿地入口

P

尾根道

体長約2cmのハッチ
ョウトンボ。オスは鮮
やかな赤色、メスは
黄色と黒のしま模様

67

26
　
山
　
中
　
　
特
集

26
　
山
　
中
　
　
特
集

 

山
中
学
区
の
産
業

　
山
中
学
区
は
三
河
山
地
の
西
端
部
に

位
置
し
、
扇
子
山
や
桑
谷
山
な
ど
高
さ

４
０
０
m
ほ
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
山
綱
川
・
羽
栗
川
・
鉢
地
川
・
立
川

の
四
つ
の
川
が
流
れ
、
こ
の
豊
か
な
川
の

水
を
利
用
し
て
、
米
や
麦
、
綿
、
藍
な
ど

が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に
は
養
蚕
が
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
家
で
は
蚕
の
幼

虫
が
繭
を
作
る
ま
で
育
て
、
そ
の
繭
が
お

金
に
な
り
ま
し
た
。
山
中
小
学
校
の
運
動

場
に
も
「
お
か
い
こ
さ
ん
」
の
エ
サ
に
な

る
桑
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
水
に
恵
ま
れ
た
山
中
学
区
は
ガ
ラ
紡
に

も
適
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
20
年
代
に
舞

木
地
区
で
山
綱
川
の
水
を
利
用
し
た
水
車

ガ
ラ
紡
が
始
ま
り
、
大
正
時
代
に
は
山
綱

地
区
、
池
金
地
区
で
は
鉢
地
川
を
利
用
し

て
水
車
を
回
し
、
糸
を
紡
ぎ
ま
し
た
。
昭

和
30
年
代
の
最
盛
期
に
は
計
21
も
の
紡
績

工
場
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
羽
栗
町
に
工
場
が
誘

致
さ
れ
ま
す
。
国
道
１
号
や
東
名
高
速
道
路

な
ど
が
近
く
、
工
業
製
品
の
輸
送
に
も
便
利

な
こ
と
か
ら
平
成
22
年
に
山
中
学
区
と
本
宿

学
区
の
境
に
岡
崎
東
部
工
業
団
地
が
造
成
。

平
成
28
年
に
は
新
東
名
高
速
道
路
の
岡
崎

東
IC
が
完
成
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
い

エ
リ
ア
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
「
山
中
」
の
地
名

　
「
山
中
」
と
い
う
地
名
は
鎌
倉
時
代
か
ら

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
室
町
時
代
に
は「
山

中
郷
」、
江
戸
時
代
に
は
「
山
中
宿
」
と
呼

ば
れ
、
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
も
、「
山
中
」

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
22
年

に
は
舞
木
・
羽
栗
・
山
綱
・
池
金
の
４
村

が
合
併
し
て
山
中
村
が
誕
生
し
、
ま
す
ま

す
「
山
中
」
と
い
う
地
名
が
浸
透
し
て
い

き
ま
す
。
昭
和
30
年
に
岡
崎
市
と
合
併
し
、

山
中
村
は
解
村
。
町
名
と
し

て
の
「
山
中
」
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
学
校
や
学
区
、

名
鉄
電
車
の
駅
名
は
変
わ
ら

ぬ
ま
ま
。
歴
史
の
古
い
「
山

中
」
と
い
う
名
は
、
現
在
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

学びと交流の場、東部市民センター。文化やスポーツな
どの講座を開いている

山中小学校の開校100周年記念で完成した遊具
「グリーンマウント」。子どもたちの人気の遊び場

第８回ライオンカップ全日本バレーボール小学生
大会で優勝した「山中ＪＶＣ」

車両を検査して修理を行う名古屋鉄道の舞木検査
場。毎年「名鉄でんしゃまつり」を開催

明治39年に建てられた木造校舎と東側の鉄筋校舎（昭和42年改築）が並ぶ（昭和55年撮影）22 1155 3344

1122
33

44

55

山
中
学
区
の
歩
み

「名鉄でんしゃまつり」で行われる
恒例の名鉄電車とのつな引き。

さて、勝敗の結果は…

一
八
八
〇
年
▪
明
治
13 

額
田
郡
23
学
区
第
21
番
小
学
山
中
学
校
開
校

一
八
八
九
年
▪
明
治 

ま
い舞

 

ぎ木
・

は羽

 

ぐ
り栗

・
や
ま山

 

つ
な綱

・
い
け池

 

が
ね金

の
4
か
村
が
合
併
し
、
山
中
村
誕
生
。　

 
 

役
場
を
山
中
学
校
校
庭
に
建
て
る

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

舞
木
、中
柴
地
区
に
電
灯
が
つ
く（
大
正
11
年
に
羽
栗
、14
年
に
池
金・
山
綱
）

一
九
二
六
年
▪
大
正
15 

愛
知
電
気
鉄
道（
後
の
名
古
屋
鉄
道
）
の
愛
電
山
中
停
留
所
が
開
業

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4 

山
中
村
に
電
話
が
開
設

一
九
三
三
年
▪
昭
和
8 

花
祭
り
が
始
ま
る
（
↓
特
集
）

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 
舞
木
巡
査
駐
在
所
が
開
設

 
山
中
小
学
校
と
改
称
、
東
海
中
学
校
開
校

一
九
四
八
年
▪
昭
和
23 

山
中
村
役
場
が
舞
木
稚
蚕
共
同
飼
育
所
に
移
転

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

山
中
村
解
村
、
岡
崎
市
に
合
併

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31 

山
中
保
育
園
開
園

一
九
五
七
年
▪
昭
和
32 

岡
崎
東
部
簡
易
水
道
完
工

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

山
中
城
址
が
市
の
文
化
財
に
指
定

一
九
六
四
年
▪
昭
和
39 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
国
道
1
号
を
走
る

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

池
金
町
に
美
合
ゴ
ル
フ
場（
現
在
の
岡
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
オ
ー
プ
ン

一
九
六
七
年
▪
昭
和
42 

山
中
小
学
校
東
側
の
国
道
1
号
に
歩
道
橋
が
完
工（
昭
和
53
年
に
撤
去
）

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43 

山
中
八
幡
宮
の
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
が
N
H
K
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
で
紹
介

一
九
六
九
年
▪
昭
和
44 

東
名
高
速
道
路
が
静
岡
IC
か
ら
岡
崎
IC
ま
で
2
月
に
部
分
開
通
、
同
年　

 
 

5
月
に
全
線
開
通

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45 

国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
オ
ー
プ
ン
（
平
成
24
年
12
月
に
閉
館
）

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

羽
栗
団
地
が
完
成

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

山
中
八
幡
宮
の
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
が
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

山
中
八
幡
宮
の
乱
舞
面
が
市
の
文
化
財
に
指
定

一
九
七
八
年
▪
昭
和
53 

第
1
回
歩
け
歩
け
運
動
（
現
在
は
歩
け
歩
け
大
会
）
が
始
ま
る

一
九
七
九
年
▪
昭
和
54 

岡
崎
市
東
部
支
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
完
工…

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

山
中
小
学
校
開
校
1
0
0
周
年
記
念
式
典…

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

山
中
八
幡
宮
の
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
生
息
地
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

 

山
中
城
址
遊
歩
道
が
完
成

一
九
八
四
年
▪
昭
和
59 

市
営
住
宅
舞
木
荘
、
昭
和
62
年
に
山
中
荘
が
完
成

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

山
中
八
幡
宮
の
ク
ス
ノ
キ
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

 

舞
木
運
動
広
場
が
開
設

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

山
中
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

第
8
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国
大
会
で
「
山
中
J
V
C
」
が
優
勝…

一
九
九
六
年
▪
平
成
8 

山
中
小
学
校
が
全
日
本
健
康
づ
く
り
推
進
学
校「
す
こ
や
か
大
賞
」
を
受
賞

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

舞
木
町
に
名
古
屋
鉄
道
の
車
両
工
場
、
舞
木
定
期
検
査
場
（
現
在
の
舞
木 

 

検
査
場
）
が
で
き
る…

一
九
九
八
年
▪
平
成
10 

東
海
中
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
全
国
大
会
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
、女
子
個
人
優
勝

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16 

山
中
八
幡
宮
周
辺
が
県
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

東
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

レ
ン
ゲ
畑
で
遊
ぼ
う
会
が
始
ま
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

池
金
町
・
舞
木
町
に
岡
崎
東
部
工
業
団
地
が
造
成

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24 

県
道
3
2
4
号
生
平
幸
田
線
に
山
中
バ
イ
パ
ス
が
開
通

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

国
道
4
7
3
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

北
山
湿
地
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

な
か
し
ば

ち
さ
ん

22

□人　口 4,700人
 男性 2,398人
 女性 2,302人
□世帯数 1,862世帯
□面　積 15.58㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

平成28年に山中城
址及び遊歩道の環境
再整備を行い、城郭
各所に案内看板や幟
旗を設置した

せ
ん 

す 

ざ
ん

ま
ゆ

く
わ
が
い
や
ま

NHKの視聴者参加型の
公開番組「第90回ふるさ
との歌まつり」に出演。岡
崎市民会館で行われた
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表

26
　
山
　
中
　
　
年
表
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毎
年
９
月
に
山
中
学
区
の
休
耕
田
に
レ
ン
ゲ

の
種
を
ま
い
て
い
ま
す
。
翌
年
４
月
に
花
を
咲

か
せ
た
レ
ン
ゲ
畑
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

花
摘
み
遊
び
を
し
ま
す
。
レ
ン
ゲ
の
花
の
冠
や

首
飾
り
な
ど
、
草
花
遊
び
を
通
し
て
自
然
環
境

を
保
護
す
る
気
持
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

湿地湿地

北山湿地
案内MAP
北山湿地
案内MAP

山中学区に棲んでいる
小さな生き物たち

北山湿地を覆うオオミズゴケ

ナンカイイワカガミの群生地

地衣類の一種、コアカミゴケ

青色の花を咲かせるハルリンドウ

可憐なムラサキミミカキグサ

里山の春の女神と呼ばれるギフチョウ。
市内では北山湿地でしか見られない

山中っ子もレンゲの花が大好き 花かんむりをのせておひめ様に

山中八幡宮のこんもりとした森

自然観察員に学ぶ

北山湿地の観察会

北山湿地の入口

ゲンジボタル
（山中小学校3年  山宮七歩さん  
平成27年6月撮影）

参道入り口のクスノキ。市指定の天然記念物

体長2.5 ～ 3cmのヒメハルゼミ

環境保全活動のみなさんと一緒に

　
山
中
八
幡
宮
の
森
は
カ
シ
や
シ
イ
に
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
県
自
然
環

境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
、
木
を
切
っ
た

り
植
え
た
り
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
森
に
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ル
リ
ミ
ノ
キ
、
オ
オ
フ
ユ
イ
チ

ゴ
な
ど
の
植
物
、
珍
し
い
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ

な
ど
が
棲
ん
で
い
ま
す
。

山 

中
八
幡
宮
の
森

　
山
中
学
区
を
流
れ
る
山
綱
川
、

羽
栗
川
、
鉢
地
川
、
立
川
で
は
ホ

タ
ル
が
飛
び
交
い
ま
す
。
平
成
20

年
か
ら
ホ
タ
ル
を
守
る
た
め
に
保

護
活
動
を
行
い
、
ホ
タ
ル
が
育
ち

や
す
い
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

ホ 

タ
ル

　
池
金
町
の
ゴ
ル
フ
場
、岡
崎
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
の
東
、
標
高
１
７
０
〜
１
９
０
ｍ

の
尾
根
の
谷
間
に
大
小
10
か
所
あ
ま
り
の

湿
地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
山
ひ
だ
か
ら

流
れ
る
湧
水
が
滞
留
し
、
こ
の
よ
う
な
湿

地
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
し
か
生
息
し

な
い
生
き
物
や
植
物
が
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
21
年
に
市
自
然
環
境
保
護

区
に
、
平
成
28
年
に
市
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
大
切

に
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

北 

山
湿
地

花 
摘
み
遊
び

ウ
ィ
ー
ン
ウ
ィ
ー
ン
、

ジ
ー
オ
ジ
ー
オ
、

ジ
ー
ヤ
ン
バ
ー
ヤ
ン 民有地

やなが沢池やなが沢池

北山湿地入口

P

尾根道

体長約2cmのハッチ
ョウトンボ。オスは鮮
やかな赤色、メスは
黄色と黒のしま模様

67
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特
集

 

山
中
学
区
の
産
業

　
山
中
学
区
は
三
河
山
地
の
西
端
部
に

位
置
し
、
扇
子
山
や
桑
谷
山
な
ど
高
さ

４
０
０
m
ほ
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
山
綱
川
・
羽
栗
川
・
鉢
地
川
・
立
川

の
四
つ
の
川
が
流
れ
、
こ
の
豊
か
な
川
の

水
を
利
用
し
て
、
米
や
麦
、
綿
、
藍
な
ど

が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に
は
養
蚕
が
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
家
で
は
蚕
の
幼

虫
が
繭
を
作
る
ま
で
育
て
、
そ
の
繭
が
お

金
に
な
り
ま
し
た
。
山
中
小
学
校
の
運
動

場
に
も
「
お
か
い
こ
さ
ん
」
の
エ
サ
に
な

る
桑
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
水
に
恵
ま
れ
た
山
中
学
区
は
ガ
ラ
紡
に

も
適
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
20
年
代
に
舞

木
地
区
で
山
綱
川
の
水
を
利
用
し
た
水
車

ガ
ラ
紡
が
始
ま
り
、
大
正
時
代
に
は
山
綱

地
区
、
池
金
地
区
で
は
鉢
地
川
を
利
用
し

て
水
車
を
回
し
、
糸
を
紡
ぎ
ま
し
た
。
昭

和
30
年
代
の
最
盛
期
に
は
計
21
も
の
紡
績

工
場
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
羽
栗
町
に
工
場
が
誘

致
さ
れ
ま
す
。
国
道
１
号
や
東
名
高
速
道
路

な
ど
が
近
く
、
工
業
製
品
の
輸
送
に
も
便
利

な
こ
と
か
ら
平
成
22
年
に
山
中
学
区
と
本
宿

学
区
の
境
に
岡
崎
東
部
工
業
団
地
が
造
成
。

平
成
28
年
に
は
新
東
名
高
速
道
路
の
岡
崎

東
IC
が
完
成
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
い

エ
リ
ア
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
「
山
中
」
の
地
名

　
「
山
中
」
と
い
う
地
名
は
鎌
倉
時
代
か
ら

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
室
町
時
代
に
は「
山

中
郷
」、
江
戸
時
代
に
は
「
山
中
宿
」
と
呼

ば
れ
、
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
も
、「
山
中
」

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
22
年

に
は
舞
木
・
羽
栗
・
山
綱
・
池
金
の
４
村

が
合
併
し
て
山
中
村
が
誕
生
し
、
ま
す
ま

す
「
山
中
」
と
い
う
地
名
が
浸
透
し
て
い

き
ま
す
。
昭
和
30
年
に
岡
崎
市
と
合
併
し
、

山
中
村
は
解
村
。
町
名
と
し

て
の
「
山
中
」
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
学
校
や
学
区
、

名
鉄
電
車
の
駅
名
は
変
わ
ら

ぬ
ま
ま
。
歴
史
の
古
い
「
山

中
」
と
い
う
名
は
、
現
在
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

学びと交流の場、東部市民センター。文化やスポーツな
どの講座を開いている

山中小学校の開校100周年記念で完成した遊具
「グリーンマウント」。子どもたちの人気の遊び場

第８回ライオンカップ全日本バレーボール小学生
大会で優勝した「山中ＪＶＣ」

車両を検査して修理を行う名古屋鉄道の舞木検査
場。毎年「名鉄でんしゃまつり」を開催

明治39年に建てられた木造校舎と東側の鉄筋校舎（昭和42年改築）が並ぶ（昭和55年撮影）22 1155 3344

1122
33

44

55

山
中
学
区
の
歩
み

「名鉄でんしゃまつり」で行われる
恒例の名鉄電車とのつな引き。

さて、勝敗の結果は…

一
八
八
〇
年
▪
明
治
13 

額
田
郡
23
学
区
第
21
番
小
学
山
中
学
校
開
校

一
八
八
九
年
▪
明
治 

ま
い舞

 

ぎ木
・

は羽

 

ぐ
り栗

・
や
ま山

 

つ
な綱

・
い
け池

 

が
ね金

の
4
か
村
が
合
併
し
、
山
中
村
誕
生
。　

 
 

役
場
を
山
中
学
校
校
庭
に
建
て
る

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

舞
木
、中
柴
地
区
に
電
灯
が
つ
く（
大
正
11
年
に
羽
栗
、14
年
に
池
金・
山
綱
）

一
九
二
六
年
▪
大
正
15 

愛
知
電
気
鉄
道（
後
の
名
古
屋
鉄
道
）
の
愛
電
山
中
停
留
所
が
開
業

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4 

山
中
村
に
電
話
が
開
設

一
九
三
三
年
▪
昭
和
8 

花
祭
り
が
始
ま
る
（
↓
特
集
）

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 
舞
木
巡
査
駐
在
所
が
開
設

 
山
中
小
学
校
と
改
称
、
東
海
中
学
校
開
校

一
九
四
八
年
▪
昭
和
23 

山
中
村
役
場
が
舞
木
稚
蚕
共
同
飼
育
所
に
移
転

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

山
中
村
解
村
、
岡
崎
市
に
合
併

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31 

山
中
保
育
園
開
園

一
九
五
七
年
▪
昭
和
32 

岡
崎
東
部
簡
易
水
道
完
工

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

山
中
城
址
が
市
の
文
化
財
に
指
定

一
九
六
四
年
▪
昭
和
39 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
国
道
1
号
を
走
る

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

池
金
町
に
美
合
ゴ
ル
フ
場（
現
在
の
岡
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
オ
ー
プ
ン

一
九
六
七
年
▪
昭
和
42 

山
中
小
学
校
東
側
の
国
道
1
号
に
歩
道
橋
が
完
工（
昭
和
53
年
に
撤
去
）

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43 

山
中
八
幡
宮
の
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
が
N
H
K
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
で
紹
介

一
九
六
九
年
▪
昭
和
44 

東
名
高
速
道
路
が
静
岡
IC
か
ら
岡
崎
IC
ま
で
2
月
に
部
分
開
通
、
同
年　

 
 

5
月
に
全
線
開
通

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45 

国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
オ
ー
プ
ン
（
平
成
24
年
12
月
に
閉
館
）

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

羽
栗
団
地
が
完
成

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

山
中
八
幡
宮
の
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
が
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

山
中
八
幡
宮
の
乱
舞
面
が
市
の
文
化
財
に
指
定

一
九
七
八
年
▪
昭
和
53 

第
1
回
歩
け
歩
け
運
動
（
現
在
は
歩
け
歩
け
大
会
）
が
始
ま
る

一
九
七
九
年
▪
昭
和
54 

岡
崎
市
東
部
支
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
完
工…

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

山
中
小
学
校
開
校
1
0
0
周
年
記
念
式
典…

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

山
中
八
幡
宮
の
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
生
息
地
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

 

山
中
城
址
遊
歩
道
が
完
成

一
九
八
四
年
▪
昭
和
59 

市
営
住
宅
舞
木
荘
、
昭
和
62
年
に
山
中
荘
が
完
成

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

山
中
八
幡
宮
の
ク
ス
ノ
キ
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

 

舞
木
運
動
広
場
が
開
設

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

山
中
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

第
8
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国
大
会
で
「
山
中
J
V
C
」
が
優
勝…

一
九
九
六
年
▪
平
成
8 

山
中
小
学
校
が
全
日
本
健
康
づ
く
り
推
進
学
校「
す
こ
や
か
大
賞
」
を
受
賞

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

舞
木
町
に
名
古
屋
鉄
道
の
車
両
工
場
、
舞
木
定
期
検
査
場
（
現
在
の
舞
木 

 

検
査
場
）
が
で
き
る…

一
九
九
八
年
▪
平
成
10 

東
海
中
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
全
国
大
会
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
、女
子
個
人
優
勝

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16 

山
中
八
幡
宮
周
辺
が
県
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

東
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

レ
ン
ゲ
畑
で
遊
ぼ
う
会
が
始
ま
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

池
金
町
・
舞
木
町
に
岡
崎
東
部
工
業
団
地
が
造
成

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24 

県
道
3
2
4
号
生
平
幸
田
線
に
山
中
バ
イ
パ
ス
が
開
通

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

国
道
4
7
3
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

北
山
湿
地
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

な
か
し
ば

ち
さ
ん

22

□人　口 4,700人
 男性 2,398人
 女性 2,302人
□世帯数 1,862世帯
□面　積 15.58㎢
[2016年7月1日現在]
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平成28年に山中城
址及び遊歩道の環境
再整備を行い、城郭
各所に案内看板や幟
旗を設置した

せ
ん 

す 

ざ
ん

ま
ゆ

く
わ
が
い
や
ま

NHKの視聴者参加型の
公開番組「第90回ふるさ
との歌まつり」に出演。岡
崎市民会館で行われた
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山
中
学
区
で
は
毎
年
２
月
に
住
民

参
加
の「
歩
け
歩
け
大
会
」を
開
い

て
い
ま
す
。山
中
小
学
校
を
起
点
に

貴
重
な
遺
跡
が
残
る
山
中
城
址
を
歩

い
た
り
、神
社
や
寺
を
巡
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
山
中
マ
ッ
プ

歩
け
！
歩
け
！

　
旧
東
海
道
を
北
に
見
下
ろ
す
城
山
（
舞
木
町
字

城
山
）
の
山
頂
尾
根
一
帯
に
築
か
れ
た
山
城
。東
西

４
０
０
ｍ
、南
北
２
０
０
ｍ
の
県
下
最
大
級
の
規
模

を
誇
り
、空
堀
や
曲
輪
な
ど
の
遺
構
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。城
山
の
東
と
西
に
登
り
口
が
あ
り
、
山

頂
ま
で
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
中
城
址
を
歩
く

城
山
の
全
景

曲輪
斜面
斜面・切岸
堀切・堅堀

凡例

山中学区の祭りを見に行こう
山中八幡宮の
デンデンガッサリ
　室町時代から続く古式ゆかしい御田
植え神事。毎年１月３日の午後２時から
山中八幡宮で行われています。五穀豊穣
を願い、米づくりの様子を歌や所作で表
現します。最初に「デーンデーンガッサ
リヤー」と歌い、これが祭りの名の由来。
大きな鏡餅を背負った牛役の人が床に
倒れると豊作を表し、歓声が沸きます。

須佐之男社の天王祭り
す 　さ　 の 　 お

　毎年７月下旬の土曜日に行われる虫
送り行事の一つ。日中は子どもが神輿
を担ぎ、夜は火を付けた竿灯行列が羽
栗川に沿ってゆっくりと進みます。ほ
のかに揺れる竿灯は幻想的で、別名
「竿灯祭り」とも呼ばれています。

中柴神明社の
秋の例大祭
　毎年10月の日曜日に行
われます。子どもの獅子
舞を奉納し、神輿を担い
で町内を練り歩きます。

花祭り
　４月８日のお釈迦様の誕生日を祝う仏教行事
で、学区の四つの寺が持ち回りで行っています。
花御堂と呼ばれる御堂のなかに小さなお釈迦様
の像を置き、甘茶をかけます。

牛
役
が
背
負
う
鏡
餅
の
重
さ
は
約
60
キ
ロ

お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
注
ぐ

法
話
を
聞
く
子
ど
も
た
ち

13地区の竿灯が連なる

毎年、春に伝道寺の境内で
ガーデンマルシェを開催

傘梵天に12個の提灯が下がる

駒ヶ滝

家
康
の
父
、松
平
広
忠
が
造
営

し
た
と
伝
わ
る
山
中
八
幡
宮

田
に
見
立
て
た
太
鼓
を
囲
ん

で
歌
う

子どもの獅子舞

家康の父、松平広忠
が寄進したと伝わる
山中八幡宮の乱舞面

子
ど
も
た
ち
も「
歩
け
歩
け
大
会
」に
参
加

東
名
高
速
道
路

生
平
幸
田
線

専修寺

15分

20分登山道

鳩ヶ窟

岡崎カントリー倶楽部

牛ヶ滝
旧桑谷山荘

駒ヶ滝

獅子岩（ししいわ）

池金町

舞木町

山綱町

羽栗町
山
綱
川

三河湾スカ

イライ
ン

525

324

1

立
川

鉢
地
川

ホタル

ホタル

神明社

永證寺

養薬寺
浄信寺
愛恵協会

名鉄舞木検査場

岡崎市役所東部支所
東部市民センター

山中学区
市民ホーム

山中学区こどもの家
山中児童
育成センター

興円寺

東部地域福祉センター

標
高
１
９
６
ｍ
の
山
頂
付
近
に
建
つ
山
中
城
址
碑山中城址の縄張図。尾根筋に主郭、二の郭などが並列している

羽栗口

二の郭
主郭

東郭 馬出

舞木口

中柴神明社（秋の例大祭）

愛宕社熊野神社

池金社

珪石産地
珪石産地

秋葉社

山中八幡宮
（デンデンガッサリ）

　須佐之男社
（天王祭り）

大池

岡崎東部工業団地天神社

順念寺山中小学校

山中保育園

伝道寺

順因寺
羽栗病院

無量寺

名電山中駅

東海中学校

名
鉄
名
古
屋
本
線

青
木
神
社

やなが沢池

ホタル

三河一向一揆の戦いで、
家康が逃げ隠れた
と伝わる洞穴

家康が上郷城主を攻める
ためにここを通った際、
馬の足跡が将棋の駒に似て
いたことからこう呼ばれる
ようになりました

P

北山湿地
（→特集P6に拡大図あり）

波で磨かれた獅子岩

ガ
ラ
紡

ガ
ラ
紡羽栗川

竿灯
行列
のル
ート

お盆の頃、青木神社の
雨乞い神事をここで
行っています

大
日
尊
社

♬戦雲はらむ三河路を進む八代松平
　山中城の武士の攻防すべて今いずこ
　是の字の夢を果たしたる東照君の大偉業
　　　　　　　　　（「岡崎開市450年讃歌」の2番）

山
中
城
址
の

案
内
看
板

山
中
城
址
の

案
内
看
板

山中城址DDD

DD

ホタル
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